
事業事前評価表 

 

１．案件名 

国名：ベトナム社会主義共和国 

案件名：ノイバイ国際空港第二旅客ターミナルビル建設事業（Ⅱ） 

L/A 調印日：2012 年 3 月 30 日 

承諾金額：20,584 百万円 

借入人：ベトナム社会主義共和国政府（The Government of the Socialist Republic 

of Viet Nam） 

２．事業の背景と必要性  

(1) ベトナムの航空セクターの開発実績（現状）と課題 

1986 年のドイモイ（刷新）政策導入以降、ベトナムは輸出・外国投資の伸びを原動

力とした経済成長が軌道に乗っている。これを持続的なものとするためには、増大す

る運輸交通需要と急速に進む都市化に的確に対応し、円滑・安全な物流・人流に資す

る交通ネットワークを整備することが求められる。航空セクターにおいては、首都ハ

ノイやホーチミン市を中心とした大都市で航空旅客輸送量が急増（2010 年までの 10

年間で国際旅客数は毎年 2割程度増加）する中、対応する旅客取扱施設等の整備とい

う課題への対応が重要である。特にハノイのゲートウェイ空港であるノイバイ国際空

港では、2007 年以降旅客ターミナルビルの計画容量（年間 600 万人）を超過しており

（2010 年は約 950 万人）、旅客取扱施設の拡張は急務である。 

(2) ベトナムの航空セクターの開発政策と本事業の位置づけ 

ベトナム政府は「社会経済開発 10 ヵ年計画（2011-2020）」にて、2020 年までの工

業国化を目標に、「経済」「社会」「環境」を柱とし、高成長、生活改善、工業化・近

代化のための基盤形成と「知識ベース経済」の発展、政治・秩序・治安の安定、国際

社会における地位向上を目指すとしている。中でも、近代的な航空輸送への投資は運

輸セクターの整備戦略の一つとして、その必要性が明示されている。また、｢航空セ

クターマスタープラン（2020-2030）｣において、ノイバイ国際空港の整備の必要性が

強調されている。 

(3) ベトナムの航空セクターに対する我が国及び JICA の援助方針と実績 

我が国の対ベトナム国別援助計画（2009 年 7 月）の中で、「経済成長促進・国際競

争力強化」は援助方針の主要 4本柱の一つであり、その中でも空港を含む都市開発・

運輸交通・通信ネットワーク整備は重要課題として位置づけられている。また、JICA

は、ベトナムにおいて「経済成長促進・国際競争力強化」の一環として都市開発・運

輸交通・通信ネットワーク整備に取り組むこととしている。運輸交通・都市開発への

支援は「幹線交通網整備プログラム」の中に位置づけられており、本事業はその一環

として実施されている。これまでの支援実績として、「タンソンニャット国際空港タ

ーミナル建設事業」（2001 年度承諾円借款）等を実施している。また現在、航空管制

に係る｢東部メコン地域（ベトナム、ラオス、カンボジア）次世代航空保安システム

への移行に係る能力開発プロジェクト｣や集団研修「環境に配慮した空港整備計画策

定」（ベトナムは、2010 及び 2011 年に参加）等が実施されている。また、ベトナム空

円借款用 

 



港会社（ACV）の運営・維持管理能力を向上させ、第二旅客ターミナルの円滑な供用

を図るため「ノイバイ国際空港運営・維持管理計画策定支援プロジェクト」（2012-2015

年）を実施中である。 

(4) 他の援助機関の対応 

ベトナムにおいて航空セクターに関し他の援助機関による支援は行なわれていな
い。 

(5) 事業の必要性 

本事業はノイバイ国際空港に国際旅客ターミナルを新設することにより、同空港の

旅客取扱容量を拡大し、急増する航空需要に適切に対応するとともに、利便性、安全

性を向上するものである。また、本事業は我が国、JICA の援助重点分野とも合致して

おり、ベトナムの航空セクターマスタープランにおいて必要性が述べられていること

から、本事業の実施を支援する必要性・妥当性は高い。 

３．事業概要 
 

(1) 事業の目的 

ベトナムの首都ハノイのノイバイ国際空港において、国際旅客用の第二旅客ターミ

ナルビルを新設することにより、急増する航空旅客需要への対応を図り、もって同国

の経済成長促進・国際競争力強化に寄与するもの。 

(2) プロジェクトサイト/対象地域名 

ハノイ市ソクソン地区（ハノイ市中心部北 22km） 

(3) 事業概要 

1）国際旅客ターミナルビルの建設及び付帯施設一式の整備。 
① 国際旅客ターミナル：延べ床面積約13.8万㎡  
② 土木工事（高架橋、道路・駐車場等） 
③ 空港特殊設備（手荷物処理システム、搭乗ブリッジ、セキュリティシステム等） 
④ 下水処理システム 
⑤ 航空機燃料供給システム 

2）コンサルティングサービス（施工監理等） 

(4) 総事業費 

70,575 百万円（うち、円借款対象額：20,584 百万円） 

(5) 事業実施スケジュール 

2010 年 3 月～2016 年 11 月を予定（計 81 ヶ月）。施設供用開始時（2015 年 4 月）を

もって事業完成とする。 

(6) 事業実施体制 

1) 借入人：ベトナム社会主義共和国政府（The Government of the Socialist Republic 

of Viet Nam） 

2) 事業実施機関：ベトナム空港会社（ACV：Airports Corporation of Vietnam） 

3) 操業・運営／維持・管理体制：ベトナム空港会社（ACV：Airports Corporation of 

Vietnam） 

(7) 環境社会配慮・貧困削減・社会開発 

1) 環境社会配慮 

① カテゴリ分類：B 

② 本事業は、「環境社会配慮確認のための国際協力銀行ガイドライン」（2002 年 4 月



制定）に掲げる空港セクターのうち大規模なものに該当せず、環境への望ましく

ない影響は重大でないと判断され、かつ、同ガイドラインに掲げる影響を及ぼし

やすい特性及び影響を受けやすい地域に該当しないため。 

③ 環境許認可：本事業に係る環境影響評価（EIA）報告書は 2009 年 8 月に天然資源

環境省（MONRE）により承認済み。 

④ 汚染対策：工事中の大気質、騒音等については、工事用機材の汚染物質排出量チ

ェック、散水、防音壁設置等の対策をとることで、同国国内の環境基準を満たす

見込みである。 

⑤ 自然環境面：事業対象地域は国立公園等の影響を受けやすい地域またはその周辺

に該当せず、自然環境への望ましくない影響は最小限であると想定される。 

⑥ 社会環境面：本事業は約 101ha の用地取得を伴い、同国国内手続に沿って取得が

進められる。なお、住民移転は発生しない。 

⑦ その他・モニタリング：本事業では ACV が大気汚染、騒音、振動、水質等につい

てモニタリングする。 

2) 貧困削減促進：特になし。 

3) 社会開発促進（ジェンダーの視点、エイズ等感染症対策、参加型開発、障害者配

慮等）：建設期間中の工事労働者に対する HIV 予防プログラムが実施される。ターミ

ナルビルの設計にあたってはユニバーサルデザインを採用し障害者等への配慮を実

施。 

(8) 他スキーム・他ドナー等との連携：運営・維持管理に係る技術協力を実施。 

(9) その他特記事項：特になし。 

4. 事業効果 

(1) 定量的効果 

1) 運用・効果指標 

指標名 
基準値 

（2010 年実績値） 

目標値（2017 年） 

【事業完成 2年後】 

年間国際線旅客数（千人） 3,675 8,358 

年間国際旅客便発着回数（回） 28,555 62,110 

 

2) 内部収益率 

以下の前提に基づき、本事業の経済的内部収益率（EIRR）は 18.5％、財務的内部収益

率（FIRR）は 0.9％となる。 

【EIRR】費用：事業費（税金を除く）、運営・維持管理費、便益：観光産業への寄与、

旅客及び航空機発着数増加に伴う便益、プロジェクト・ライフ：38 年 

【FIRR】費用：事業費、運営・維持管理費、便益：着陸料、旅客搭乗橋利用料、駐機

料、空港利用料、テナント料、駐車料金等、プロジェクト・ライフ：38 年 

(2) 定性的効果 

経済成長促進、国際競争力強化 

5. 外部条件・リスクコントロール 

特になし。 



6. 過去の類似案件の評価結果と本事業への教訓 

(1) 類似案件の評価結果：既往空港セクター分野における類似案件の事後評価から

需要予測に影響する要因を慎重に分析した上で、事業実施時期、事業規模を判断すべ

きこと、及び適正な運営・維持管理体制の確立、費用の確保が重要であるという教訓

を得た。 

(2) 本事業への教訓：本事業規模は、F/S 及び D/D を通じて、慎重な検討を経て策定

されており､また、運営・維持管理体制については、技術協力の実施及び、供用準備

委員会の設置等を通じて、適正な体制が確立される予定である。 

7. 今後の評価計画 

(1) 今後の評価に用いる指標 

1) 年間国際線旅客数（千人） 

2) 年間国際旅客便発着回数（回） 

3) EIRR（％） 

4) FIRR（％） 

(2) 今後の評価のタイミング 

事業完成 2年後 

以 上  


